








埼玉大学紀要（教育学部）投稿規定

（名称及び発行）
第１条 埼玉大学紀要（教育学部）と称し、英語名をJournal of Saitama University （Faculty of Education）と
する。

２ 埼玉大学紀要（教育学部）（以下「紀要」と言う）は、埼玉大学教育学部教員（以下「本学部教員」と言う）
等の学術研究成果を発表することを目的とし、年２回発行して２号分を以て１巻とする。

（投稿資格）
第２条 紀要へ投稿できる者は、原則として本学部教員とする。
２ 共著の場合は、本学部教員が責任ある立場から研究を行い、執筆したものに限る。
３ 教育学部研究支援委員会（以下「研究支援委員会」と言う）が必要と認めた場合は、本学部教員以外の投稿
を許可することができる。

（論文の掲載の可否）
第３条 投稿原稿の内容は未発表のものに限る。
２ 掲載の可否は、研究支援委員会が決定する。

（経費）
第４条 紀要出版に要する経費は、原則として研究支援委員会経費とする。
２ カラー印刷など特殊な印刷を要する場合、その印刷経費は原則として投稿者負担とする。
３ 別刷の経費は投稿者負担とする。

（著作権等）
第５条 掲載論文に関する著作権は投稿者（著者）に帰属する。
２ 本文の一部や図・表・写真等を他の著作物から転載したり、オリジナルを掲載したりする場合、著作権に関
わる問題や法令上の手続きは、投稿者があらかじめ処理するものとする。それらについて問題が生じた場合は、
その責は投稿者が負うものとする。

３ 投稿者は、埼玉大学に対して、当該論文等の印刷、電子的記録媒体（CD-ROM、DVD-ROM等）への変換・
複製、学内外への配布を原則として許諾するものとする。

４ 投稿者は、埼玉大学及び埼玉大学が委託する機関等に対して、当該論文等の送信可能化・コンピュータネッ
トワーク等での学内外への公開を原則として許諾するものとする。

附則
この規定は、平成１８年６月３０日から施行する。

埼玉大学紀要（教育学部）執筆規定

埼玉大学教育学部研究支援委員会

投稿者は「埼玉大学紀要（教育学部）投稿規定」およびこの「執筆規定」の各項に従い、原稿を作成されたい。

［原稿の書式・執筆手段］
原稿は、「和文横書き」「和文縦書き」「欧文横書き」のいずれでもよい。
原稿はワープロソフト等で作成し、A４判用紙（縦位置）を用い、４０字×３６行で用紙の片面のみにプリントア
ウトする（フォントサイズは １０.５～１１ pt）。和文原稿の場合、本文中の漢字・かな文字・記号は全角、数字・ア
ルファベットは半角とする。なお、欧文原稿の場合はすべて半角文字で入力する。

［原稿の長さ］
１編の論文の長さは図表、Summary等を含めて刷り上がり１６ページ以内とする。制限ページ数を超過した場合

には、１印刷ページあたり ¥５,０００ を投稿者が負担する。



［原稿の構成］
原稿は、表題、著者名、所属または住所、キーワード（５語以内）、本文、摘要等、文献の順にする。和文原
稿の場合、最後に欧文タイトル、欧文著者名、summaryを加える。概要Abstractを入れる場合は、著者名とキー
ワードの間になる。
「注（註）」は本文の末尾（「文献」の前）に付ける。注は論文全体の通し番号とし、章ごとの番号付けとしな
い。書式は日本語・外国語を問わず横書きの場合、１） ２） ３） …のように、縦書きの場合、 　　．．．のように

（
１
）

（
２
）

（
３
）する。なお、脚注は第１ページの所属（住所）だけ付けることができる。

文献の並べ方は、参考順・著者のアルファベット順など、何らかの明瞭な基準によるものとする。

［図表］
図（写真を含む）はすべて挿図 figure とし、そのまま印刷できるよう上質の白紙、方眼紙、トレーシング

ペーパー等に鮮明に描く。図は１枚ごとに厚手の台紙に貼って提出する。
表は別紙に印刷し、原稿末に付ける。それと同時に、FD等に保存する。作成には表計算ソフト（エクセルな

ど）を用いるのが好ましい。
図表類は、印刷ページ幅・段幅等を考慮して作成すること。
図表・写真類の挿入希望箇所は、本文原稿の欄外にわかりやすく鉛筆で指定すること。
図表のキャプション（説明）は別紙に印刷し、原稿末につける。原稿の本文中に図表をはめ込むことは厳禁。

［数式と活字型の指定］
数式は２行分以上の行を取り、文字の種類・大小・数字を明確に区別できるように記入する。特殊な活字（ゴ

シック体・イタリック体・スモールキャピタル・ギリシア文字・ロシア文字等）の指定は、プリントアウトした
原稿に指示を鉛筆書きする。その際、ゴシック体には波下線、イタリック体には下線、スモールキャピタルには
二重下線を朱書きで指示をする。

［その他］
投稿者は、原稿のプリントアウトしたもの２部の他、原稿のファイル（文書ファイルおよびテキストファイ

ル）を保存したFD、CD-R（W）、DVD-R（W）のいずれかを提出しなければならない。
投稿者は完成原稿を提出しなければならない。著者校正は初校のみで、その場合、誤植の訂正を超える大幅訂

正や追加は許されない。大幅な訂正・追加をした場合には超過料金を徴収することになるが、場合によっては当
該論文の掲載が次号となる。

（１９８７年９月２９日 作 成）
（１９９８年１１月６日一次改訂）
（２００６年６月３０日二次改訂）
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埼玉大学紀要教育学部 第６０巻第１号（２０１１）研究支援委員会

鈴木道也（社会科教育講座）・道工 勇（数学教育講座）
小澤基弘（美術教育講座）・霪 哲人（英語教育講座）

石戸教嗣（総合教育科学講座）・関 由起子（学校保健学講座）

平成２３年２月２８日 印刷
平成２３年３月４日 発行

編集兼 埼玉大学教育学部
発 行 さいたま市桜区下大久保２５５番地

電話 ０４８－８５８－３１４２

印 刷 明誠企画株式会社
武蔵村山市榎２－２５－５
電話 ０４２－５６７－６２３３（代）



［投稿者チェック欄］ 
□ 著作権に関わる問題は処理済みである。 
□ 「埼玉大学紀要（教育学部）執筆規定」に従って執筆した。 
□ 本文の最初の頁に著者全員の「所属」を記載した。 
□ 「題目」と「投稿者氏名・所属」の和文と欧文を別紙で添付した。 
□ プリントアウトした原稿を２部提出した。 

埼玉大学紀要 (教育学部)掲載申込書

平成 年 月 日

教育学部研究支援委員会 御中

申請責任者 所属

(本学部教員) 氏名

埼玉大学紀要 (教育学部)投稿規定に基づき､下記の通り埼玉大学紀要 (教育学部)-の掲載

を申請します｡投稿者全員は､埼玉大学に対し､投稿論文等の印刷 ･電子的記録媒体-の変換 ･

複製､学内外-の配布､コンピュータネットワーク等を通しての学内外-の公開を許話します｡

記

題 目 和文

欧文

投 稿 者氏 名所 属(全員分)和文

欧文

別刷希望部数 部 (10部単位 .別刷に要する経費は自己負担)

特殊印刷等 □ あり ( )

(内容を記載) ロ なし (特殊印刷等に要する経費は自己負担)

掲載希望分野 1.教育科学 2.人文 .社会科学 3.数学 .自然科学

原稿媒体 媒体 1. FD.打ち出し原稿

2. CD-R(W).打ち出し原稿

3, DVD-R(W).打ち出し原稿

4. その他 ( )

OS 1.Windows 2.Mac ヨ.その他 ( )

文書形式 1.WORD 2.一太郎 3.その他 ( )

[チェック]

□ 著作権に関わる問題は処理済みである｡

□ ｢埼玉大学紀要 (教育学部)執筆規定｣に従って執筆した｡

□ 本文の最初の頁に著者全員の ｢所属｣を記載した｡｢題目｣と ｢投稿者氏名｣の和文と欧文

を本文最終頁にも記載した｡




